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塑性化が予想される領域
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塑性化が予想される領域

鉄骨梁貫通孔補強工法

底目地表面

（一財）日本建築センター ＢＣＪ評定－ＳＴ０１２８－０６
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プラグ溶接用孔形状呼び径 重量
板厚

孔径 溶接孔深さ
内径 長さ
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フリードーナツゼロ 工法標準図（既製品参考図面）
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［２．３］ プラグ溶接孔形状
（ＦＤリング Ａ、Ｂタイプ）

（ＦＤリング　Ｃタイプ）

※４　適用する梁材の材質

※８　梁端部からの距離が梁の長さ（Ｌ）の１／１０以内、または梁せい（Ｄ）の２倍以内の範囲。

台上に整理整頓して保管する。
入荷したフリードーナツゼロは、曲がりや変形、ねじ部に傷がつかないように平坦な

（２）　溶接技能者はＪＩＳ Ｚ　３８４１に規定された半自動溶接技術検定試験の種類

またはＷＥＳ２級の資格を有する経験者とする。
（１）溶接作業の品質を管理する溶接技術者は、鉄骨製作管理技術者２級

場合はＹＧＷ２１，ＹＧＷ２２，ＹＧＷ２３，ＹＧＷ２４を使用することが出来る。

（１）溶接姿勢は下向きとする。

（２）溶接部は溶接に先立ち、水分、ごみ、さび、油、塗料などの溶接に支障の
あるものを取り除く。

（３）気温－５℃未満の場合は溶接を行わない。

（４）予熱は梁ウェブの材質により以下の指針に準拠して行う。

（６）溶接開始位置は特に定めないが、
溶接順序は対角線上に行う。

（７）プラグ溶接は、十分な溶け込みが得られるように、初層は確実に行う。

初層の十分な溶け込みを得るために、トーチ角度を２０°～３０°に保つよう

まわしながら行う。

ＦＤリングの取付け位置を確認し
ウェブにケガキし下孔をあける。

注）下孔まわりのバリをグラインダー

注） ＦＤリングが梁フィレット部に
干渉しないことを確認する。

等で取り除き、ＦＤリングとの接
触面の浮きさび、汚れ等を除

（８）余盛り高さ（⊿ｈ）は０ｍｍ＜⊿ｈ≦４ｍｍとする。

（５）ＦＤリングと梁ウェブの隙間（肌すき）は１ｍｍ以下とする。

（１）組立て溶接は原則として行わない。

（２）組立て溶接を施す場合は、

プラグ溶接孔内に組立て溶接を施してはならない。
ならないようなビード長さ、脚長ピッチを確保する。

　　　　ＦＤリングの縁に施し、ショートビードに

が均等になるようにする。
を考慮しＦＤスリーブの両側の出
ＦＤリングの位置は、ウェブの厚み
ングの位置を調節する。
リーブを１枚外し、もう一方のＦＤリ
セット組みされているＦＤリング・ス

ＦＤリングをシャコ万等を用いて梁ウェブに密着させる。
注）ＦＤリングの溶接用孔をけがき線に合わせる。
注）ＦＤリングを１枚で、且つ連続孔を同じ向きで
　溶接するとはりが歪む場合があります。

（２）で用意したＦＤリング・スリ

注）ＦＤリングの溶接用孔を
けがき線に合わせる。

ーブをウェブ孔に挿入する。

ＦＤリングの溶接用孔（全箇所）をプラグ溶接する。
（ＦＤリングが１枚の場合は（７）に進む。）

注）プラグ溶接は底目地表面
より［４．４］（８）に規定する余盛
りを確保するよう行う。

ＦＤリングの溶接用孔（全箇所）を

プラグ溶接はＦＤリングの表面より

するよう行う。

［４．４］（８）に規定する余盛りを確保

プラグ溶接する。
梁を反転する。

梁を反転する。 ＦＤリングをシャコ万等を用いて梁ウェブに

注）溶接用孔が梁長さ方向に直交する
密着させる。

ようにセットする。

（２）で取り外したＦＤリングを
ＦＤスリーブに螺合し，締め付ける。
溶接用孔を利用して追い締めする。

（４）に同じ。 スラグ・スパッタを除去する。
目視にて外観検査を行う。

スラグ・スパッタを除去する。
目視にて外観検査を行う。

（３）に同じ。

去する。

ＴＭＣＰ鋼 ：　（別紙第１）グレード別の適用範囲と別記事項（日本鉄骨評価センター）
ＳＡ４４０　： 建築構造用高性能５９０Ｎ／㎜　（ＳＡ４４０）設計・溶接施工指針 ２００４年版（日本鉄鋼連盟）

規格 種類
（ｍｍφ）
ワイヤ径 アーク電圧

（Ｖ） （Ａ）
アーク電流

注）　本工法は、横補剛が必要な梁の横補剛を不要とするものではない。

管理許容差

ＪＩＳ　Ｚ　３３１２

　　表記となる（重量についても同様）。

Ｍｉｎ（　ｄ，　Ｄ／２　）以上

２０ｍｍ＋Ｄｒ／２　以上

Ｄｒ ／２＋Ｄｒ ／２＋２０ｍｍ　以上

１８００ｍｍ以下

３２ｍｍ以下

Ｆ値４４０Ｎ／ｍｍ 以下

０．６６以下

塑性化が予想される領域に
貫通孔を設けることはできない。

ただし、ＦＣ，ＦＤランクの梁で、

貫通孔の数
設けることができる
予想される領域に
塑性化が

ただし、Ｆ値３８５Ｎ／ｍｍ を超える梁ウェブに本工法を用いる場合には、
ＦＤリング最外縁のプラグ溶接中心位置が、梁せい中心から梁フランジ側に、
梁せいの３７．５％を超えて取り付くことは出来ない。

ＦＤリングがＨ形鋼梁の
２箇所まで

制限なし

材質

梁せい

梁ウェ ブ厚

幅厚比

孔径比

項目 適用範囲

（Ｄ）

項目 適用範囲

したＦＤリング２枚とおねじ加工したスリーブ管（ＦＤスリーブ）１ケからなり

ＹＧＷ１１
ＹＧＷ１８ １．２、１．４ ２８～４０ ２８０～３６０

±２ｍｍ

２ ※４

１ ２

フィレットに干渉しない範囲

※６

２

　フリードーナツゼロ（以下、本工法）は、鉄骨梁のウェブ貫通孔補

強工法である。

　ウェブ貫通孔の両側にドーナツ状の平鋼（ＦＤリング）を密着させた

後、ＦＤリングに設けられた溶接用孔内と梁ウェブとをプラグ溶接し、

ＦＤリングと梁を一体化させウェブ貫通孔を補強する。

　部品の構成は、呼び径φ１００からφ３９０までのものは、めねじ加工

［２．１］ＦＤリング ［２．２］ＦＤスリーブ

［４．１］保守管理

［４．２］資格

［４．３］溶接材料及び溶接条件

［４．４］プラグ溶接の注意点

［４．６］施工手順

［４．５］組立て溶接

［３．１］梁の材質・寸法に関する規定 ［３．２］取付け位置に関する規定※１

・溶接構造用圧延鋼材（ＳＭ４００Ａ、ＳＭ４００Ｂ、ＳＭ４００Ｃ、ＳＭ４９０Ａ、ＳＭ４９０Ｂ、ＳＭ４９０Ｃ、

・建築構造用圧延鋼材（ＳＮ４００Ａ、ＳＮ４００Ｂ、ＳＮ４００Ｃ、ＳＮ４９０Ｂ、ＳＮ４９０Ｃ、ＳＮ４９０Ｃ－ＴＭＣ）

・建築構造用ＴＭＣＰ鋼材（ＴＭＣＰ３２５Ｂ、ＴＭＣＰ３２５Ｃ、ＴＭＣＰ３５５Ｂ、ＴＭＣＰ３５５Ｃ、
梁に軸力が作用する場合は使用不可とする。

梁の材軸に対し鉛直方向（梁せい方向）に複数の貫通孔は不可とする。

注）

注）

※７ カタログ参照。

梁の応力に対する検討は、旭化成建材の検討サービス利用のこと。

※６ 梁の応力状態によって、これ以上の距離が必要になる場合がある。

※５ ｄ：貫通孔径（呼び径）（ｍｍ）

ＴＭＣＰ３８５Ｂ、ＴＭＣＰ３８５Ｃ、ＴＭＣＰ４４０Ｂ）

・建築構造用高性能５９０Ｎ／ｍｍ　鋼材（ＳＡ４４０Ｂ、ＳＡ４４０Ｃ、ＳＡ４４０Ｂ－Ｕ、ＳＡ４４０Ｃ－Ｕ）

ＳＭ４９０ＹＡ、ＳＭ４９０ＹＢ、ＳＭ５２０Ｂ、ＳＭ５２０Ｃ）

ｅ１：梁天端からＦＤリング
中心までの距離

梁材軸方向中心間距離
Ｌ３：隣り合うＦＤリングの

およびガセットプレート端
からＦＤリング中心までの距離

Ｌ２：ウェブスプライスプレート端

Ｌ１：梁端からＦＤリング中心
　までの距離　

（４）プラグ溶接 （５）梁の反転

（４）梁の反転（３）プラグ溶接（２）位置決め

（２）位置決め

（６）プラグ溶接 （７）検査・完成

（８）検査・完成（７）プラグ溶接

（１）梁ウェブの孔あけ

【共通】

材　質

Ａ・Ｂ

タイプ

【ＦＤ１００Ｎ～ＦＤ３９０Ｎ】

（３）　ＦＤリング・スリーブのセット （６）　ＦＤリングのセット

（５）　ＦＤリングのセット

２

２

溶接材料及び溶接条件の標準は下表の通りとする。ただし梁材がＳＡ４４０材の

（ｄ ／　Ｄ）
※５

その他　： 鉄骨工事技術指針・工場製作編（日本建築学会）

ＳＭ－ＦＤ４９０Ａ３ ＭＳＴＬ－０５７９　（Ｆ値３２５Ｎ／ｍｍ　）

２０２２年１０月作成

Ｃ

建築基準法第３７条第二項に基づく指定建築材料

・一般構造用圧延鋼材（ＳＳ４００）

２枚（もしくは１枚）で構成されている。

呼び径φ４２０以上のものについてはスリーブ管は使用せず、ＦＤリング

単位（ｍｍ）・ フリードーナツゼロの種類と構成部品

※１ 呼び径φ４２０以上はＦＤスリーブを
使用しない。

※２ ＦＤ１００Ｎ～ＦＤ３９０Ｎ：ＦＤリング２枚とＦＤスリーブ１個の合計 ＦＤ４２０Ｎ～ＦＤ５８０Ｎ：ＦＤリング２枚の合計

※３　Ｃタイプ（ＦＤ４２０Ｎ～ＦＤ５８０Ｎ）は、片側補強（ＦＤリング１枚）と両側補強（ＦＤリング２枚）があり、片側補強仕様の場合は表中の（）内の

【ＦＤ４２０Ｎ～ＦＤ５８０Ｎ（ＦＤ４２０Ｎｓ～ＦＤ５８０Ｎｓ含む）】

記号
下孔径

ｄｗ
（ｍｍ）

ＦＤ１００Ｎ

ＦＤ１２５Ｎ

ＦＤ２００Ｎ

ＦＤ２５０Ｎ

ＦＤ１５０Ｎ

ＦＤ１７５Ｎ

ＦＤ３００Ｎ

ＦＤ３４０Ｎ

１１７

１４２

１６８

１９３

３５８

５９０

４３０

５１０

４０９

２１９

２７０

３２１

ＦＤ３９０Ｎ

ＦＤ４２０Ｎ（ｓ）

ＦＤ５００Ｎ（ｓ）

ＦＤ５８０Ｎ（ｓ）

２ＳＴＫ４００（ＪＩＳ　Ｇ　３４４４）　（Ｆ値２３５Ｎ／ｍｍ　　）

ＳＭ－ＦＤ４９０Ａ２　ＭＳＴＬ－０３２０　（Ｆ値３２５Ｎ／ｍｍ　）

ＳＭ４９０Ａ　（ＪＩＳ　Ｇ　３１０６）　（Ｆ値３２５Ｎ／ｍｍ ）

材　質

２

２

２

・（別紙第１）グレード別の適用範囲と別記事項（日本鉄骨評価センター）

・鉄骨工事技術指針・工場製作編　２０１８年改定版 （日本建築学会）
・鉄骨工事技術指針・工事現場施工編 ２０１８年改定版　（日本建築学会）
・建築工事標準仕様書・同解説　ＪＡＳＳ６鉄骨工事　２０１８年改定版（日本建築学会）

・建築構造用高性能５９０Ｎ／㎜（ＳＡ４４０）設計・溶接施工指針　２００４年版（日本鉄鋼連盟）２・日本産業規格（ＪＩＳ）
・建築基準法・同施行令・国土交通省告示等

本標準図に記載のない事項は下記による。

・鋼構造許容応力度設計規準　２０１９年改定版（日本建築学会）

ｄｓ

における下向（ＳＡ－２Ｆ、ＳＡ－３Ｆ）の資格を有する者とする。

参考図とし代表既製品を記載。
その他既製梁貫通補強は検討書を監督員及び
監理者に提出し承認を得る事。


